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令和２年度 第２回江東区総合教育会議 議事録 

 

１ 開会年月日  令和３年２月１５日（月）午後１時１３分 

 

２ 閉会年月日  令和３年２月１５日（月）午後２時４５分 

 

３ 開 会 場 所       江東区文化センター２階 展示室 

 

４ 出 席 委 員       区長   山﨑孝明 

         教育委員 本多健一朗（教育長）、進藤孝、眞貝裕利子、 

              鈴木清人、本田和恵 

 

５ 出 席 職 員       武越教育委員会事務局次長 

         池田庶務課長、半田学校施設課長、太田整備担当課長 

         大町学務課長、伊藤指導室長、堀越教育支援課長 

         河野地域教育課長、栗原江東図書館長 

         佐久間主任指導主事、貞方主任指導員、金指統括指導主事 

         長尾政策経営部長、油井企画課長 

 

６ 議題 

 １ 第２期教育推進プラン・江東及び江東区教育施策大綱の策定について 

     (1)第２期教育推進プラン・江東（案）について 

     (2)江東区教育施策大綱（案）について 

 ２ ワークショップによる改築基本設計について 

 ３ その他 

 

７ 審議概要 

武越教育委員会事務局次長  定刻より少し前ですけれども、始めさせていただきたいと思います。 

 これより、令和２年度第２回江東区総合教育会議を開会いたします。 

 まず、開会に当たりまして、主宰者であります山﨑区長より御挨拶を

お願いいたします。 

 

山 﨑 区 長  本日は、御多忙の中、総合教育会議に御参集賜りまして、誠にありが

とうございます。皆様御存じのとおり、新型コロナウイルス感染症の拡

大で大変な状況になっていることは重々御承知と思います。 

 この会議では、平成２７年度に設置して以来、多岐にわたる課題につ

いて議論してまいりましたが、本日の総合教育会議では、江東区教育施

策大綱の策定のほか、ワークショップによる改築基本設計について議論

してまいります。 

 江東区の未来を担うこどもたちのために有意義な機会にしたいと存じ
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ますので、皆様の御協力をお願いし、私の御挨拶とさせていただきます。 

 今日もひとつよろしくお願いいたします。 

 

武越教育委員会事務局次長  ありがとうございました。 

 それでは、お手元の次第に沿って進めさせていただきます。山﨑区長、

よろしくお願いいたします。 

 

山 﨑 区 長  それでは、本日の議題に入ります。１、第２期教育推進プラン・江東

及び江東区教育施策大綱の策定についてを議題といたします。事務局よ

り説明願います。 

 庶務課長。 

 

池 田 庶 務 課 長  それでは、第２期教育推進プラン・江東（案）について御説明いたし

ます。 

 まず、前回、９月の総合教育会議では、新たなプランの骨子案を御説

明しましたが、その後、庁内の検討委員会ですとか、学識経験者や公募

区民を委員とする策定委員会の意見を踏まえながら素案を作成しました。

そして、１２月にはパブリックコメントを実施して、所要の調整を図り、

本日、お手元の最終案として取りまとめました。 

 それでは、恐れ入りますが、資料１、第２期教育推進プラン・江東

（案）を御覧ください。 

 まず、表紙を１枚おめくりいただきますと、目次となります。このプ

ランは４章構成としており、第１章は、教育を取り巻く動き、第２章は、

江東区の教育が目指すもの、第３章は、江東区の未来を担うこどもを育

む４つのテーマと１０の施策、そして、第４章は、４つのテーマを進め

る教育のＩＣＴ化としております。 

 では、第１章から順に御説明いたします。１枚おめくりいただき、１

ページ目、こちらは第１章の扉となりますので、２ページ目を御覧くだ

さい。ここでは、江東区の教育振興基本計画として本プランの位置づけ

を記載しており、教育基本法の規定に基づく本区の教育振興基本計画と

して策定するもので、江東区の基本構想や長期計画を上位計画とする教

育部門の分野別計画でございます。 

 次のページからは社会背景や環境の説明として、３ページ目では国際

的な動きであるＳＤＧｓなどについて記載しております。 

 続きまして、次の４ページでは国や東京都の動き、そして、５ページ

では、江東区の現状として、こどもたちの状況を記載しております。 

 また、１枚おめくりいただいて、６ページでは、新しい時代の到来と

して、Society５.０などを記載しております。 

 続きまして、７ページは、第２章、江東区の教育が目指すものになり

ます。 
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 恐れ入りますが、８ページ、９ページを御覧ください。このページで

は、本区の教育理念を記載しております。本質的な部分である５つの力

と３つの指針は現行の教育理念を踏襲しておりますが、今回、新たに

「ｗｉｔｈ… ～ともに～」という、このプランのキーワードを設定い

たしました。 

 続きまして、１０ページ、１１ページをお開きください。このページ

では、本区の教育理念を実現するための４つのテーマと、教育のＩＣＴ

化に関する説明とイメージ写真を掲載しております。 

 続きまして、１２ページ、１３ページをお開きください。このページ

ではプランの全体像をまとめたもので、前回の総合教育会議でお示しし

た骨子となります。１２ページですが、本プランでは、教育理念の実現

を目標として、４つのテーマ、学び・育ち、自分らしさ、環境、つなが

りと、それに紐づく１０の施策を設定しております。また、４つのテー

マを進めるため、いずれのテーマにも関連する教育のＩＣＴ化を掲げて

おります。１３ページでは、それぞれのテーマに基づく１０の施策と、

施策を実行するための２２の取組指針を示しております。 

 続きまして、１４ページからは、第３章として、本プランにおける具

体的な施策内容を記載してございます。 

 １５ページはテーマ１の扉となりますので、１６、１７ページをお開

きください。本日は、テーマ１「学び・育ち」と右側にインデックスを

記載してございますが、このテーマに紐づく施策１、確かな学びのペー

ジを例に構成の説明をいたします。 

 この施策ごとの取組内容は、全て上下見開き２ページの構成としてお

ります。上段の１６ページでは、タイトルの赤線の下に「『こうとう学

びスタンダード』を基軸に、主体的・対話的で深い学びを通して、これ

からの時代に求められる資質・能力を育みます」とあります。これは、

この施策のポイントを１行で記載しております。その下の本文は３段構

成として、最初に、施策を取り巻く環境、２段目には、意識調査を踏ま

えた課題、そして３段目には、今後の方向性を記載しております。 

 また、文章中、文字が青色になっている箇所、「こうとう学びスタン

ダート（ネクストステージ）」がありますが、これは、このページのキ

ーワードとして右下に用語説明を記載しております。そして、赤になっ

ている箇所、「こうとう学びスタンダート（ネクストステージ）」、

「生きる力を育む特色ある教育」、「連続した学び」は、下の１７ペー

ジの右側、主な取組内容の①、②、③の取組指針にそれぞれリンクして

おります。 

 １６ページに戻りまして、左側の文章の下には成果指標を掲載し、区

の長期計画に基づく目標値を設定しております。また、右上には各施策

のイメージが湧く写真を掲載しております。 

 改めて、下段の１７ページでは、左側に、現状と課題として、教育に
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関する意識調査や、その他の調査結果、そして、これまでの取組内容を

記載して、一方で、右側には、主な取組内容としての①、②、③の取組

指針と、具体的な取組として、このページでは（１）から（９）の取組

を掲載しております。 

 また、このプランはパソコンやスマートフォンでの閲覧も意識してお

りまして、１６ページ、１７ページ、それぞれの最下段には関連するペ

ージのＵＲＬとＱＲコードを掲載して、パソコンなどの画面上や、この

冊子からでも即座に関連ページにアクセスできるようにしております。 

 続く１８ページ、１９ページは、テーマ１の施策２、豊かな心につい

て。２０ページ、２１ページは、施策３、健やかな体について、いずれ

も同様の構成として記載しております。 

 ２２ページを御覧ください。これまでの取組を振り返るページとして、

「教育すなっぷしょっと」というコーナーを作成しております。ここで

は、オリンピック・パラリンピック教育を題材として、写真や説明を掲

載しております。このコーナーは、この後のページにも本区の特色ある

教育活動や学校施設、給食をテーマにしたページを作成しておりますの

で、後ほど御確認ください。 

 ２３ページからは、テーマ２、自分らしさの扉となりまして、その次

の２４、２５ページ以降、テーマ１と同様の構成に基づいて掲載し、ま

た、２９ページからは、テーマ３の環境、そして、３５ページからは、

テーマ４、つながりについて、いずれも施策ごとに上下見開きの掲載を

してございます。 

 恐れ入りますが、４３ページを御覧ください。第４章、４つのテーマ

を進める教育のＩＣＴ化についてです。このページは扉になりますので、

１枚おめくりいただき、４４ページを御覧ください。教育のＩＣＴ化と

して３つ掲げております。１つ目は情報活用能力の向上です。プログラ

ミング教育や情報モラル教育などの取組を記載しております。 

 ４５ページでは、教育のＩＣＴ化の２つ目、新たな教育手法の確立で

す。ＩＣＴ機器を用いることで授業スタイルがどのように変化し、また、

各教科において、どのような活用例が考えられるかを整理しております。 

 おめくりいただきまして、４６ページを御覧ください。３つ目、学校

運営の効率化です。ＩＣＴの活用により、学校運営を効率化することで、

教員がこどもたちと向き合う時間を確保することが狙いとなっており、

教員の負担軽減を図る取組などを整理しております。 

 以上が施策の内容に関わる部分でございまして、４７ページ以降は資

料編として、本プラン策定に当たり実施した教育に関する意識調査の概

要や、こうとう学びスタンダート（ネクストステージ）、そして、本プ

ラン策定に係る委員会などを掲載してございます。 

 資料の説明は以上となりますが、最後に、このプランの案につきまし

ては、この後、２月２２日の教育委員会、３月１１日の文教委員会に御
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説明し、３月中の策定を予定しているところでございます。 

 資料１の御説明は以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  それでは、説明が終わりましたが、本件について質疑を願います。 

 進藤委員。 

 

進 藤 委 員  第２期教育推進プラン・江東をじっくり読ませていただきました。現

行のプランより内容が凝縮され、視覚的に分かりやすくまとまっており、

非常に読みやすく、理解しやすいものになったと感じております。 

 １２ページにある全体像ですが、今までとはちょっと違い、それぞれ

の施策をテーマごとに色で分けて分類していますが、このように構成し

た理由ですとか御苦労な点がありましたら、経過などをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 

山 﨑 区 長  庶務課長。 

 

池 田 庶 務 課 長  現行の教育推進プランに関しましては、毎年実施してきた点検・評価

委員会の結果を踏まえて、平成２８年に後期計画として改定したもので

すけれども、その内容を御理解いただくに当たっては、深く読み込んで

いただく必要もありまして、誰もが気軽にという点では、ちょっと課題

があったのかなと認識しているところでございます。 

 そのため、今回、新たな計画として策定するに当たっては、その点を

意識して、まず全体像を視覚的に捉えることができるように４つのテー

マと教育のＩＣＴ化を色分けしたところでございます。 

 そして、テーマ１の学び・育ちでは、こどもたちみんなに必要な教育

を提供していくこと、テーマ２の自分らしさでは、一人一人にきめ細か

に対応して、個性や能力を伸ばしていくこと、テーマ３とテーマ４は、

こどもたちを支える環境やつながりを構築していくこと。そして、これ

ら４つのテーマを進めるために教育のＩＣＴ化を掲げて、こどもたちが

夢に向かって伸び伸びと育ち、未来を担う人になることを目指して、こ

のような構成としたところでございます。 

 以上でございます。 

 

進 藤 委 員  分かりました。 

 

山 﨑 区 長  ほかに。鈴木委員。 

 

鈴 木 委 員  私からは、テーマ２、自分らしさの中の丁寧な相談についてお伺いい

たします。 

 教育相談システムの充実については３つの取組が挙げられていますけ
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れども、今年度はコロナウイルス感染症による影響を受けて例年とは異

なる教育相談が展開されたのではないかと思います。今年度の教育相談

の現状と、今後の新たな充実に向けた展開についてどのようにお考えか、

お伺いいたします。 

 

山 﨑 区 長  教育支援課長。 

 

堀越教育支援課長  まず、今年度ですが、当初は緊急事態宣言による学校の臨時休業の影

響を受け、６月当初までは教育相談件数が低い状況が続きました。６月

以降は相談件数が例年どおりに戻ってまいりましたが、その中でも、特

に夏休み明け以降の秋口から、不登校に関する相談が顕著になってきま

した。学校不適応を起こすこどもたちの増加が課題となってきたところ

であります。 

 教育センターにおきましては、教育相談員、臨床心理士、スクールソ

ーシャルワーカー、指導主事などの専門家が、毎週、ケース会議を開き、

一人一人のこどもたちへの効果的な支援の在り方について検討して対応

してまいったところでございます。 

 今年度は、コロナ禍におきましても切れ目のない教育相談を継続的に

進めていくために、新たにオンライン相談体制を整備して、充実を進め

てきたところでございます。 

 来年度ですけども、教育に関するあらゆる相談をまず受け止めるワン

ストップ型教育相談窓口、そして、発達障害や知的障害等の様々な障害

があるこどもたちへの支援策を講じる特別支援教育係、さらには児童虐

待、不登校、家庭環境の恵まれないこどもたちを支援するスクールソー

シャルワーカー、これら、教育センター内における全ての相談対応者の

相談情報について一括管理ができるデータベースシステムを構築して、

悩みを抱える保護者、そして、こどもたちにとって、より相談しやすく、

そして、何より迅速に支援策を講じることができるような相談体制の整

備を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

 

山 﨑 区 長  ほかにございませんか。いいですか。 

 それでは、続いて、江東区教育施策大綱（案）について、事務局より

説明願います。 

 庶務課長。 

 

池 田 庶 務 課 長  それでは、江東区教育施策大綱（案）について御説明いたしますが、

まず、資料の説明に先立ちまして、この教育施策大綱について御説明い

たします。教育施策大綱というものは、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の規定に基づき策定する法定計画でございまして、江東区基
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本構想に掲げた目指すべき姿、「未来を担うこどもたちを育むまち」に

即した教育施策の中核をなすものでございます。 

 この大綱は、現行の教育推進プラン・江東の後期を平成２８年に策定

する際、その骨格や基本的な計画をなすものとして策定したもので、教

育推進プラン・江東と連携しながら、これまで５年間、様々な教育に関

する取組を行ってまいりました。 

 一方で、先ほど御説明したプランにつきましては、第２期として、今

後５年間を展望した新たな計画として策定いたしますので、あわせて、

この大綱につきましても令和７年度までの５か年を見越すものとして策

定するものでございます。 

 では、恐れ入りますが、資料２の冒頭の説明文の中段を御覧ください。

新たな教育施策大綱の計画期間においても、あるべき姿「こどもたちが、

夢に向かってのびのびと育ち、未来を担う人となること」を目指す現行

の教育理念やこれまでの取組は継続いたしますが、新型コロナウイルス

への対応や超スマート社会への対応など、こどもたちを取り巻く環境は

日々変化しており、今まで以上に「主体的・創造的に生き抜いていく力」

が求められております。 

 以上を踏まえて、これまでの教育理念や教育施策を継承し、新たに教

育のＩＣＴ化などを盛り込んで、区長と教育委員会が一体となり、未来

を担うこどもたちを育むまちの実現に向けた内容となっております。 

 では、改めて、本資料の説明をいたします。初めに、資料の体裁とし

ましては、現行と同様にＡ３二つ折りの４面構成としております。 

 おめくりいただきまして、中面のページを御覧ください。左上の「江

東区教育施策大綱とは」においては、大綱の法的根拠や江東区での位置

づけ、構成について掲載しております。また、右上の水色の囲みでは、

江東区の教育理念、５つの力と３つの指針を示しており、この内容は、

先ほど御説明しましたように、現行の理念を継続してございます。下段

では、大綱は基本構想が示す目指すべき姿を実現するための総合的な教

育施策の方針であることを示すため、基本構想と大綱の間に矢印で示し

ております。 

 続いて、大綱の構成についてです。大綱は、教育推進プランの上位の

位置づけでもありますので、新たなプランと骨格を共有しております。

そのため、新たなプランで示す４つのテーマ、学び・育ち、自分らしさ、

環境、つながり、そして、教育のＩＣＴ化、また、４つのテーマに紐づ

く１０の施策と２２の取組指針については、教育推進プランと同様の構

成となっております。 

 ページをおめくりいただきまして、最後は、４つのテーマを進める教

育のＩＣＴ化について、それぞれの取組例と共に記載しているところで

ございます。 

 雑駁ではございますが、説明は以上でございます。 
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山 﨑 区 長  ただいまの説明について質疑を願います。 

 本田委員。 

 

本 田 委 員  本田でございます。先ほどから出ております教育のＩＣＴ化というと

ころは、超スマート社会の到来を見据えた施策であると非常に感じてお

ります。 

 そこで、ＧＩＧＡスクール構想というところで、１人１台端末を活用

した授業が進められることになっておりますが、情報活用能力というの

は非常に広い範囲だと思われます。プログラミング等が例として挙げら

れておりますが、それ以外も含めて、どのように変わっていって、どん

なふうに情報活用能力を育成していくのか、お考えをお聞かせいただけ

ればうれしいです。 

 

山 﨑 区 長  指導室長。 

 

伊 藤 指 導 室 長  これから訪れる超スマート社会の時代を生きるこどもたちにとって、

ＰＣ端末は、鉛筆やノートと並ぶマストアイテムであると考えています。

今や社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常のものとなっています。

特に新型コロナウイルスの感染が続いている現在、これらを使いこなす

情報活用能力が一層重要になってきていると考えております。 

 その一方で、社会を生き抜く力を育み、こどもたちの可能性を広げる

場所である学校が時代に取り残されたり、世界からも遅れたままではい

られないと考えております。 

 ＧＩＧＡスクール構想による１人１台の端末環境は令和の時代におけ

る学校のスタンダートであり、特別なことではないと考えております。

これまで、本区における教育実践の蓄積の上に最先端のＩＣＴ教育を取

り入れ、これまでの実践とＩＣＴとのベストミックスを図っていくこと

により、本区の教育を一層前に進めていきたいと考えております。 

 新たな教育の取組は、多様なこどもたちを誰一人取り残すことのない

個別に最適化された学びや創造性を育む学びにも寄与するものであり、

特別な支援が必要なこどもたちの可能性をも大きく広げるものと考えて

おります。 

 また、１人１台の端末の整備と併せて、高速ネットワークの構築や教

育支援ソフトの導入、校務システムや勤怠システムの活用を行うことで、

授業改善のほか、授業準備や成績処理の負担軽減を図り、学校における

働き方改革にもつなげていきたいと考えております。 

 本区では、ＧＩＧＡスクール構想に即した教育を進めていくに当たり、

ＩＣＴ環境の整備は手段であり、目的ではないということに対して十分

留意をして取り組んでまいりたいと考えております。ネットリテラシー
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を含めた情報活用能力の育成を通して、こどもたちが変化を前向きに受

け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の作り手として予測不可

能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画することのできる資

質・能力の確実な育成を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  いいですか。眞貝委員。 

 

眞 貝 委 員  私からは、家庭と地域の教育力向上について、お聞きしたいと思いま

す。 

 昨今のコロナ禍におきまして、約３か月間の臨時休校がありました。

私は改めて学校教育の重要性を痛感しましたけれども、また、一方、家

庭や地域の教育力も重要なものとなっているように考えております。 

 本大綱におきましても「地域や家庭との連携・協働」と記載されてお

りました。今後、地域のネットワーク強化や家庭の教育力向上のため、

区としてはどのような施策を行っていくのかをお聞きしたいと思います。 

 

山 﨑 区 長  地域教育課長。 

 

河野地域教育課長  まず、今後の地域ネットワークの強化というお尋ねでございますけれ

ども、現在、全ての小・中・義務教育学校に、地域学校協働本部の設置

が完了しているということもございますので、こちらを活用いたしまし

て、授業支援や体験学習、登下校の安全指導、学校環境の整備など、多

くの場面で地域の方々の参画を得ていくことが挙げられるかと思ってご

ざいます。 

 また、町会、自治会やＰＴＡ、青少年委員、おやじの会など、学校を

支えている関係諸団体が、日常的に、より連携を強化していくというこ

とで、これを活用しまして、こどもたちの成長を支え、豊かな教育環境

の構築につなげていくことを考えてございます。そのために、要となる

各校の主任コーディネーターの充実・育成に向けた研修や支援を引き続

き進めてまいりたいと考えてございます。 

 さらには、今年度、既に御案内のとおりですけれども、八名川小学校

に本区初となるコミュニティ・スクールを導入してございまして、先ほ

どの地域学校協働本部との連動によりまして、実効性の高い、地域と一

体となった特色のある学校づくりを進めていくことができると考えてご

ざいますので、今後、さらなる設置に向けて取り組んでまいりたいと考

えてございます。 

 また、家庭教育につきましても、既存のこどもの年代別学級を継続し

ながら、子育てサロンであるとか、ミニ学習会など、それぞれできめ細

かく実施ができるように、その牽引役となる家庭教育ファシリテーター
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の養成を今後進めていく予定としております。 以上です。 

 

山 﨑 区 長  いいですか。いろいろ意見が出ましたけれども、全体を通して、教育

長から発言はございますか。 

 

本 多 教 育 長  教育施策大綱、そして、教育推進プラン・江東について御協議いただ

き、本当にありがとうございます。 

 第２期教育推進プラン・江東につきましては、ここまで、策定委員会、

そして、庁内の検討部会で検討を重ねまして、さらに教育委員会、文教

委員会で御意見をいただきながら、ようやくここまで内容が整えられて

きました。来年度からの５年間の計画となっておりますけれども、この

プランの下、江東区の宝であるこどもたちをしっかりと育てていきたい

と考えています。 

 それに当たって、３つの視点を大切にして取り組んでいきたいと考え

ているところです。１つ目は、どんなことがあっても学びを止めないと

いうことです。今回、コロナ禍で、学校に来ないと学べないとか、こど

もたちも先生の指示がないと学べないというような学校における課題が

明確になったところです。私たちはどんなことがあっても学びを止めて

はいけないと考えています。そのためには、どんな状況にも耐え得る学

習環境整備に取り組むこと。そして、こどもたちに主体的に学ぼうとす

る、学びに向かう力を確実に身につけさせていきたいと考えています。 

 ２つ目は、教育のこれまでとこれからの融合ということです。これか

らといいますと、ＩＣＴの導入、そして有効活用ということがございま

す。そして、コロナ禍を踏まえた教育ということがあります。これまで

といいますと、これまで日本の教育で行われてきたよさというものが、

まずあります。学校における集団を通した学びですとか、心と心が通う、

温かさがある対面での直接的な交流のある教育です。 

 今後の教育は、これまでのよさとこれからのよさをしっかり融合させ

ることが必要です。これは全員に確かな力を身につけさせるというスタ

ンダート的な側面と、こどもたちの個性や能力、多様性に応じた一人一

人を大切にした側面の双方を大切にしていくことにもつながっていく視

点であります。 

 そして、最後、３つ目は、思いを一つに、共に進めていくということ

です。個を尊重し、多様性が進んでも、思いが一つにならないと、よい

結果にはつながっていかないと思っています。こどもたちのために共に

考え、共に進めていくことが我々大人にとっては必要です。当然、こど

もたち自身も、自分だけではなく、友達と共に学んでいく、共に進んで

いく、育っていくという思いが大切です。今回、第２期教育推進プラ

ン・江東のキーワード、先ほども説明させていただきましたけれども、

「ともに」というものをキーワードにさせていただいています。 
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 江東区は、これまでも地域の方々と思いを一つにしてやってきたとい

うよさがあります。これからも、そのよさ、そのことを大切にしていき

ながら進めていかなければいけないと思っております。 

 今回、広く多くの方々に理解していただこうという思いから、「とも

に」というところに英語の「ｗｉｔｈ」という言葉もつけさせていただ

いているところです。今お話しさせていただいた、この３つの視点をし

っかり大切にしながら、江東区の教育をさらに前に進めていきたいと考

えています。 

 ありがとうございます。 

 

山 﨑 区 長  そのほか御意見ございますか。 

 私から１つ、そのＩＣＴ機器のことなんだけれども、ＧＩＧＡスクー

ルで１人１台の端末が行くわけですが、その考え方だとか方法がここに

書いてあるんだけれども、端末を活用してこどもたちがゲームや遊びや

いろいろな悪い情報を入手するような、そういったことについての注意

とか指導だとか、そういったものの記載というものはあまり書いていな

いように思うんですが、そういった点についてどういう考えでいますか。 

 学務課長。 

 

大 町 学 務 課 長  このたび１人１台の端末を整備するに当たりましては、まず

Chromebookという端末ですけれども、こどもたちが悪い情報に触れない

ように、インターネットの検索に関しましては、フィルタリングソフト

を使用して、そうした情報には触れないようにハード面から設定をかけ

る予定となっております。 

 また、ゲームというお話がありましたけれども、タブレット端末なの

で、そういうゲームソフトを本来であればダウンロードできるものにな

るんですが、これも設定を施しまして、そういったものにつきましては

ダウンロードできないように、こちらも制度面できっちり運用をしてい

きたいと考えております。 

 ハード面に関しましては、以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  指導室長。 

 

伊 藤 指 導 室 長  今、ハード面の説明を学務課長のほうで紹介していただいたんですけ

れども、私からの説明は、こちらの資料２の一番最終面のところを御覧

ください。情報活用能力の向上の最終行、下から２行目のところには、

「ＳＮＳ 学校ルール」ということが書いてあります。 

 こちらは何かというと、情報モラル教育の推進ということの意味で記

述をさせていただいたものです。こどもたちは、今、学校で情報モラル

といって、情報をどのように適切に使いこなしていくかということにつ
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いては教育を進めています。 

 こちらについては、道徳の教科書にも情報モラルというものについて

は取り上げていくことになっています。また、「ＳＮＳ東京ノート」、

これはカード形式でこどもが一緒に考えるというような資料になってお

りますので、こういったノートなどを使いながら、こどもたちは活用能

力を育んでいます。 

 また、今、中学校のこどもたちが小学生に対して、この情報モラルに

ついてしっかりと気をつけて進めていこうということを、例えば、中学

生が小学生にメッセージを発したり、小学校に行って指導をしてきたり

というようなことを今、全校で進めているところです。 

 先日の学びフォーラムのところでも、中学生が小学生に対して、この

情報モラルについて考えていこう、しっかりと情報社会に適切な力を育

んでいこうというようなメッセージを発することを行いました。 

 このようなことを通しまして、ＧＩＧＡスクールが始まる前の段階で、

本区においては、こどもたちにこの情報活用能力、まずはしっかり身に

つけて、その上でＧＩＧＡスクールを迎えられるように、今、取組を進

めている最中でございます。 

 以上です。 

 

山 﨑 区 長  我々の時代でいうと、今のこのタブレットや何かＩＣＴというのは、

我々の時代でいうと鉛筆なんだよね。鉛筆と同じように、このタブレッ

トを勉強で使うわけだね。そうすると、いかにそれが大事であるのか、

我々だって育ってきたときには、鉛筆がなければ字も書けなかったかも

しれない。ところが、今はこれがＩＣＴになってきて、こういうタブレ

ットを使うようになってきた。 

 そうすると、それを正しく使えるような指導をしていかなければいけ

ないということは非常に大事なんですが、ところが、今のこどもという

のは非常にたけている子もいて、いろいろフィルタリングをしたり何か

するけれども、それをくぐり抜けていろいろなことをやってしまうよう

なおそれがあるんじゃないかと、そういうことが我々年寄りからすると

心配なんです。道具を与えて、それでそれを正当に正しく使うことにつ

いてはいいんだけれども、それをうまくくぐり抜けて、悪用する子がい

るんじゃないかというおそれを我々の世代というのは絶えず持っちゃう。

その辺が心配なんです。 

 親が分かっていればいいんだけれども、親も分からない。部屋に入っ

て、こども部屋の中に１人で入っていると、何をやっているか分からな

いので、そういったような便利の裏には危険が伴ってくるという、その

辺のところをしっかりと学校がリードしていかないと大変なことになっ

てしまうと。ぜひこの点は、今、説明があったけれども、それだけで十

分ではないと、大人が考えてガードする以上に、こどもはくぐり抜ける



 13

技を身につけているかもしれないから、ぜひその点はしっかりと学校の

責任として指導してもらう。タブレットを渡す以上は、渡すほう、我々

に責任があるわけだから、ぜひその辺はしっかりと、これからも気を抜

かずに対応してもらいたいと思います。 

 それでは、本件については終了いたします。 

 続きまして、２番、ワークショップによる改築基本設計を議題といた

します。 

 事務局より説明願います。 

 学校施設課長。 

 

半田学校施設課長  それでは、「ワークショップによる改築基本設計～第二大島小学校の

事例を通して～」について御説明いたします。 

 お手元に資料３を配付してございますが、前面のスクリーンでも同じ

ものを映し出しますので、そちらを御覧ください。 

 学校改築に当たりましては、平成２５年度に竣工した第二亀戸中学校

校舎からワークショップを実施しまして、その場で得られた意見を計画

に反映してきました。 

 今、御覧いただいています第二亀戸中学校では、屋上のスカイツリー

テラス、そして、平成２８年度竣工の第二亀戸小学校では、メディアセ

ンターである亀ラボ、平成３０年度竣工の第五大島小学校では、昇降口

のステップギャラリー、令和元年度竣工の香取小学校では、和室を備え

た図書室に意見を取り入れました。 

 現在、工事中で、令和４年度竣工予定の第二大島中学校がワークショ

ップ開催の５例目でありまして、いただいた御意見は、開放的な大空間

のアトリウムに反映しております。 

 ここで、ワークショップにつきまして、改めて整理いたします。児

童・生徒や地域の方々の意見を収集し、それを基本設計の過程において

反映させることを目的としております。本区では、こうした取組によっ

て、「児童・生徒がより安心して楽しく通える学校」を整備してまいり

ました。 

 本日は、こうしたワークショップの取組につきまして、６例目となり

ます現在設計中の第二大島小学校改築事業を事例として御説明いたしま

す。 

 現在の第二大島小学校ですが、敷地は大島３丁目にあり、南に新大橋

通り、西に城東郵便局、東側、北側は住宅地となってございます。建物

は、今、御覧いただいている写真のとおりでございます。 

 次に、スケジュールですが、ワークショップは基本設計と並行して、

計４回実施しまして、途中、香取小学校への事例見学にもまいりました。 

 ワークショップの参加者でございます。児童、ＰＴＡ、校長・副校長

以外の教職員、通学区域内の町会の方々で、総勢３７名でございます。
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毎回同じメンバーで、児童が２班、ＰＴＡと教職員で１班、町会の方々

で１班の４班に分かれて行いました。 

 まず１回目ですが、１回目はコロナ禍のため、アンケート調査に代え

て実施いたしました。テーマは、二大小の「いま」と「将来」について

です。児童にも答えやすいように、二大小の誇り・お気に入り・残し伝

えたいこと、今のよくないところ・変えていきたいところ、新しい二大

小への期待・要望について伺いました。 

 その代表的な意見を御紹介します。二大っ子グループや仲良し学級を

残し伝えたいということや教室・廊下・校庭が狭いので変えてほしい、

光を取り込む明るい校舎にしてほしいといったものでした。特に、二大

っ子グループは、児童だけではなく、地域の方々からも残してほしいと

の声が多く上がりました。 

 ２回目ですが、２回目のテーマは、新たな二大小全体のありようにつ

いて話そうというもので、３つの建物配置プラン案を見比べて、よいと

ころ、気になるところを話合いました。 

 今回のワークショップにつきましては、距離を保ち、換気を行うなど

のコロナ対策を十分行うため、体育館で開催いたしました。 

 提示しました３つの建物配置プラン案の比較表がこちらです。左側は

現在の配置、Ａ案は建物を南側と西側にＬ字に配置し、北側に校庭を配

置したものとなっております。Ｂ案は西と北、Ｃ案は南と東の建物配置

ですが、伺いましたところ、どの班もＡの支持となりました。 

 その理由につきましては、周辺への配慮がなされている、校庭が広く

日当たりがよい、正門が今と同じ場所でよい、体育館が正門に近くてよ

い、教室がまとまっている、教室から校庭が見えるといった意見をいた

だきました。 

 ３回目ですが、３回目のテーマは、新たな二大小の校舎等のありよう

についてとし、先ほどのＡ案を前提に、校舎内の部屋のエリア配置プラ

ン案について話合いました。 

 エリア配置プラン案がこちらです。普通教室は校庭に面して東向きに

２階から５階に配置しております。また、特別支援教室は２階の普通教

室の並びに配置しました。管理諸室は２階の南側、体育館は３階に配置

しております。給食室は１階の北側に、プールは南側の屋上に配置して

おります。 

 いただいた御意見です。１階です。正門の歩道を広くしてほしい、ピ

ロティと昇降口を一体的に使えるようにしてほしい、給食室横のランチ

ルームは使いやすそう、きっずクラブは普通教室と離れた場所がいい。 

 続いて、２階です。特別支援の教室はまとめて配置してほしい、職員

室がもう少し声をかけやすいようにしてほしい。 

 ３階です。体育館が３階にあるのは災害対応上重要だ。 

 ４階、５階です。廊下に友達と話せるような憩いのスペースが欲しい、
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運動会のときにバルコニーは重宝しそう。 

 ６階は、屋上にソーラーパネルが欲しいといった意見がありました。 

 第４回のテーマは、よりよい二大小の改築について話そうで、ワーク

ショップのまとめを行いました。今までいただいた意見を反映した部屋

の配置プラン案を題材に、新たな二大小での過ごし方を想像しながら意

見を出し合いました。 

 こちらが部屋の配置プラン案です。前回はエリアの色分けだけだった

ものに対し、部屋の大きさや数も分かる案となっております。これらに

ついては第３回までに比べ、より具体的な意見がありました。 

 １階です。正門の両側に桜の木を植えてほしい、吹き抜けのデザイン

はよい、昇降口の間口を広く取ってほしい、校庭はゴムチップ舗装がよ

い。 

 ２階です。児童用のトイレを増やしてほしい、職員室の前に先生と話

せるスペースが欲しい。 

 ３階です。音楽室は楽器が運びやすいので体育館と同じ階でよい。 

 ４階、５階では、多目的室は階によって使い方を変えたい。 

 ６階では、プールサイドに見学席が欲しいといった意見がありました。 

 参加された皆さんに感謝の気持ちをお伝えするとともに、新しい学校

への期待をお願いして、ワークショップを無事終了いたしました。 

 続いて、二大小の改築事業の概略スケジュールでございます。現在、

行っている設計は令和３年度まで、改築工事は令和４年７月から令和６

年６月までで、工事期間中、児童は大島仮校舎へ徒歩で通学いたします。 

 今年４月には、基本設計の成果を用いて、計画説明会を行うほか、工

事着手時の令和４年７月に工事説明会を開く予定でございます。参考と

して、基本設計の図面を用意しましたので、後ほど御確認いただければ

と思います。 

 最後に、二大小の外観イメージ動画を作成しましたので、御覧に入れ

たいと思います。 

 西大島の駅のほうから新大橋通りを進みます。通り沿いが南面ですが、

壁面緑化と木質化を施した外壁とし、東側から校庭へ出ていきます。こ

ちらも壁面緑化を設けます。 

 西側は、壁面に沿って歩道状に整備し、児童の安全な歩行空間といた

します。そして、正門からピロティをくぐると、エントランスホールに

なっておりまして、こちらを通り抜けると校庭に出るといった設計内容

となっております。 

 今、御覧いただきました動画は基本設計時点でのイメージですが、二

大小はもとより、今後もワークショップでの貴重な御意見を踏まえて、

改築事業を進めてまいります。 

 説明は以上です。 
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山 﨑 区 長  今、説明がございましたけれども、どうですか、何かありますか。 

 本田委員。 

 

本 田 委 員  本田でございます。ワークショップは大人だけではなくて、児童・生

徒たちが入っているというのは非常にいいなと思いました。実際に使う

こどもたちの考えが入ってくるというところはありがたいと思います。 

 そのこどもたちは、同一メンバーということでしたけれども、どのよ

うに選抜しているのでしょうか。そして、たくさん御意見を御紹介いた

だいたのですが、それがどれぐらいこどもたちの意見が反映されていて、

どんなふうになっていくのかというのをぜひ教えてください。 

 

山 﨑 区 長  学校施設課長。 

 

半田学校施設課長  ワークショップの参加者についてでございます。４年生が３名、５年

生が５名、６年生が３名、そして仲良しの４年生が３名参加してくれま

した。学校で立候補を募りまして、皆さん進んで参加してくれたと聞い

ております。 

 校長からは、ふだんはあまり積極的ではない児童でもワークショップ

の日には進んで登校して、元気に参加しているといった姿も見られたと

聞いておりまして、こどもたちの貴重な経験の一つになったのではない

かなと認識しております。 

 こどもたちからの意見ですが、特徴的なものを御紹介したいと思いま

す。初回アンケートでございましたが、アンケートは、４、５、６年生

の児童全員を対象に行いました。その中で、「宇宙のみち」を残してほ

しいという意見が多く寄せられましたが、これは現在の校舎の正門から

昇降口へ向かう床にタイルなどで宇宙をイメージして描かれたロケット

みたいな絵が描いてあるんですけれども、それを残してほしいという意

見がありまして、こちらは地域の皆さんが作成したものと聞いておりま

す。ワークショップでもたびたび話題に上がっていたこともありまして、

これにつきましても、今後、実施設計の中で「宇宙のみち」をモチーフ

にした何かしつらえができないかなといったことを考えてまいりたいと

思います。 

 以上です。 

 

山 﨑 区 長  ほかに。鈴木委員。 

 

鈴 木 委 員  学校運営は地域の方々の協力が本当に不可欠だなというふうに日頃か

ら思っておりますが、ただいまのワークショップの報告を見て、より大

事だなと感じたところです。 

 その報告の中に、地域の方も児童も残してほしいという意見があった
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二大っ子グループというものが出ておりましたけれども、もう一度その

内容について詳しく教えていただきたいと思います。 

 それと、地域の方々と学校が今まで以上に連携できる工夫、アイデア

などがございましたら、また教えてください。 

 

山 﨑 区 長  学校施設課長。 

 

半田学校施設課長  二大っ子グループでございますが、これは登校班のことで、仲良し学

級も含んで１年生から６年生までの縦割りのグループでございます。 

 二大小では、この二大っ子グループを中心に活動することが様々あっ

て、地域の方々もこの登校班の見守りの中で愛情、愛着を持って二大小

のこどもたちを象徴するものとして残したいと思われたのではないかな

と推察しているところでございます。 

 次に、地域との連携の工夫についてです。現在、正門の脇には、石で

造られた記念碑がございます。これは開校５周年の記念にＰＴＡと地域

の方が建てたもので、足元には地域の方々のおかげでいつもきれいな花

が植えられて咲いていると、学校と地域とのつながりを象徴するモニュ

メントとなっております。 

 ワークショップの中でも、地域の方からこの石碑をぜひ残してほしい

といった御意見がありまして、これからも大切にしていただけるように

場所を移して、しっかり皆さんに御覧いただけるようにしていきたいと

考えております。 

 そのほか、地域の方々も来校しやすいように、昇降口の近くにエレベ

ーターを設け、体育館に直接行けるように計画もしております。地域の

安全・安心の観点から、防災拠点としてのより一層の工夫については、

これから実施設計の中で具体的に検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  ほかに。眞貝委員。 

 

眞 貝 委 員  昨年末に新しくしていただきました香取小学校も校庭はゴムチップに

なっておりまして、水はけがよく、雨上がりにすぐ使えるということで、

こどもたちが大変喜んでいるところでございます。また、ほこりがたた

なくなったということで、近隣の方も洗濯物にほこりがかからないとい

うことで喜んでいるところでございます。 

 今回のワークショップの中で、舗装についての種類はどういうふうに

話し合われていたのかを、もう一度聞かせていただきたいと思います。 

 

山 﨑 区 長  学校施設課長。 
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半田学校施設課長  校庭の舗装についてでございますが、現状は土の舗装、クレイでござ

いまして、一大小ではゴムチップ、それから近くの五大小では人工芝と

いった舗装がされておりますので、この３種類の舗装を比較し、御意見

をいただきました。 

 クレイは様々な用途で使用ができまして、現在も使っていることから

高い評価でございましたが、先ほどもお話しいただきましたとおり、ほ

こりの問題、雨上がりでの使用制限、それから周囲に土が流失するとい

ったようなデメリットがございました。 

 ゴムチップと人工芝は、そういう土のような課題はないんですけれど

も、使用に適さない用途がありまして、例えば人工芝ですと、縄跳びや

一輪車には不向きだというふうに言われております。また、晴れの日は、

土は照り返しが少ないといったことでございますが、ゴムチップと人工

芝は照り返しがあります。ただ、ゴムチップにつきましては、塗装をす

ることによって表面温度を抑えることが可能となっております。 

 あと、心配されることとしては、転んだときのけがや傷でございます。

実際に使用している学校にヒアリングをしてみましたが、土との大きな

差はないといったことでございました。 

 このような情報を皆さんに御提供して、検討を進めていただいた結果、

近隣の方々への課題を解決するためにもゴムチップ舗装が望ましいとい

う結果になりました。今後、ゴムチップ舗装を前提に、安全で快適な校

庭になるよう実施設計を進めてまいります。 

 以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  いいですか。次、進藤委員。 

 

進 藤 委 員  このワークショップを通じて、児童・地域・ＰＴＡ・教職員からの

様々な思いを十分に取り入れた新しい第二大島小学校が今からとても楽

しみにしております。 

 今回のワークショップで６例目ということですが、今後の展望をでき

たらお聞かせいただきたいと思います。 

 

山 﨑 区 長  学校施設課長。 

 

半田学校施設課長  ワークショップで交わされる意見ですが、多種多様なものとなってお

ります。全て改築する学校について皆さんの思いが詰まったものばかり

でございました。 

 ワークショップの開催は、こうした思いを設計の早い段階で知ること

で、新しい校舎に反映させることができ、その思いが詰まった学校が建

ち上がっていくさまを楽しみに見守っていただける契機になるかなと考

えております。 
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 工事完了後、地域の皆様にも学校を御覧いただいておりますが、ワー

クショップを思い出しながら、旧校舎と変わらず愛着を持っていただけ

るものと認識しております。 

 一方で、ワークショップに参加してもらった児童、ＰＴＡ、それから

教職員の方ですが、設計と工事に大体３年かかります。こうした歳月が

かかるため、出来上がった新校舎に通うというのは難しいのが現状です。

しかしながら、自分たちの夢を託した学校が現実のものとして建ち上が

ることを楽しみにしているといった声を耳にするたびに、地域と学校の

つながりにこのワークショップが一助となっているのではと思い、開催

の意義を感じているところでございます。 

 改築に当たりましては、こどもたちからも、そして地域からも愛され

る学校を建てるため、今後も積極的にこのワークショップの手法を取り

入れていく所存でございます。 

 以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  ワークショップは、ほかの区ではやっぱりやっているのか。どうです

か。 

 施設課長。 

 

半田学校施設課長  ほかの区でもやっているところはあると思いますが、これだけ何とい

いますか、改築の数が多いところというのもまた江東区ならではという

ところもありますので、ワークショップの開催回数ではやはり江東区が

多いのかなと感じております。 

 

山 﨑 区 長  それでは、教育長から何かありますか。 

 

本 多 教 育 長  御協議ありがとうございます。 

 私は、都内の様々な地区の学校だったり、教育委員会だったり、様々

なところで勤務経験があるんですけれども、ここまでこどもたちの学び

舎、校舎について本当に大切にしてもらっている自治体はないなと思っ

ています。これにつきましては、本当に山﨑区長の熱い思いがあって、

実現しているところであるので、感謝申し上げたいなと思っています。 

 特に、江東区の場合は、地場産業として木を大切にするということで、

木質化を推進していただいています。これは、私、有西の経験も踏まえ

てですけれども、本当にこどもたちの成長に大きな影響があるなと思っ

ています。温かみもそうですし、こどもたちの気持ちに与えるものとい

うのも随分違うなというふうに実感をしているところです。 

 今回、テーマとなっているワークショップですけれども、今、様々な

御意見をいただきましたが、こどもたちが自分たちの思いを校舎の設計

に反映できると、まさに画期的なことなんだと思っています。所管課に
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とっては結構大変な取組ではありますけれども、本当にやりがいのある

仕事だろうなと思っています。こどもたちにとっても校舎を大切にしよ

うという気持ちが一層高まりますし、キャリア教育という面からも、こ

どもたちが建設とか設計とか、また広く仕事をするということに対して

も興味を持ってくれるのではないかと思っています。 

 昨年１２月には、第二亀戸小学校に学校施設課の職員が呼ばれまして、

３年生のこどもたちに、今、増築している校舎の授業をしてきたといっ

たことがあります。こどもたちは毎日、窓から工事しているところをわ

くわくしながら見ているという話を聞いているところですけれども、そ

ういった部分で、校舎を造る前から校舎に関わっていく、そして、造っ

た後も関わっていく、そういったことが江東区では今大切にしていると

ころで、本当にこどもたちにとって校舎に自分たちの意見が反映される

ということもそうですが、校舎が教材になっているというところも、こ

れもいいところかなと思っています。 

 有明西学園でも設計、施工の業者が出前授業をしたり、長野にカラマ

ツの植樹に行ったりとかをしているわけですけれども、先ほどの二亀小

もそうですし、今後の今ワークショップをしている二大小もそうですが、

こどもたちにとって、やっぱり校舎がとても大切なものになるというと

ころでは、こういった取組はとても意義のあることだなと思っています。 

 今後も教育委員会といたしましては、こどもたちの成長や学びをより

よく支えていくような校舎、環境づくりをしっかりと進めていきたいと

考えています。 

 以上です。ありがとうございます。 

 

山 﨑 区 長  改修については引き続き地域住民の声を取り入れて、様々なことにも

配慮しながら、まとめ役のほうはしっかりとやってもらいたい。できれ

ば、こどもたちの意見を中心に考えてあげるべきだなとも思いますので、

その辺ひとつお願いしたいと思います。 

 それでは、本日の議題は以上ですが、事務局から何かありますか。次

長。 

 

武越教育委員会事務局次長  事務局よりお知らせいたします。今年度の総合教育会議につきまして

は、今回が最後になります。次回の開催ですけれども、来年度を予定し

ておりますが、緊急的に御議論いただく事項がございましたら別途調整

させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

山 﨑 区 長  それでは、以上で、第２回江東区総合教育会議を閉会といたします。

御苦労さまでした。 
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―― 了 ―― 

 


